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分光器はユニオン技研 Type 303 を使用し，試料室をとりはずし，同心円状に束ねたオプチカル
ファイパー(径 8mm) の外側部を光源に接続し，白色光を胃粘膜表面に導びき照射した。反射光は
内側のオプチカルファイパーにて分光器に導びき 分光分析し あらかじめメモリーにとり込んだ
標準反射板ハロンのスペクトルとの差を X-y レコーダにて記録した。スキャンスピードは 20nm / 



















ラットの背部を剃毛後 100 t の熱湯に30秒間侵し熱傷を作成，脱血性ショックの実験の場合と
同様の方法で胃粘膜からの反射スペクトルを測定した。熱傷面積は体表面積の約30%であった o
(c) エンドトキシンショック実験

























胃粘膜血流の低下と，それにつづく細胞内低酸素状態により発生することを in vivo , in s itu でとら
え，その機序を明らかにしたものである。本法により胃粘膜病変発生以前の状態の把握が可能となり
その予防に資する所，極めて大であり，学位論文に値すると考える。
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